
◎ 環境にやさしい ≪エコ事業≫

1 継 続 緑のカーテンモデル事業
市の施設に「緑のカーテン」を設置し、そのカーテンを利用した環境学
習を実施するとともに、市民向けの栽培講座を開催するなど、夏の省エ
ネに効果のある緑のカーテンの普及拡大を図る。

2 継 続 環境家計簿の配布事業
家庭から出る二酸化炭素排出量を測定する環境家計簿を配布し、家庭
における地球温暖化の取り組みを促進する。

3 継 続 エコアクション２１認証取得支援事業
市域の事業者に環境省が作成した環境経営システムである「エコアク
ション２１」の認証を取得するよう働きかけ、事業所における環境負荷低
減の取り組みを支援する。

4 継 続 出前環境教室の開催

環境問題についてもっと知りたいという市民の方を対象に「出前環境教
室」を開催し、その講師として環境保全活動に取り組む「徳島市環境
リーダー」などに協力してもらうことで、市民との協働による効果的な啓
発活動を図る。

5 継 続 農地施設アドプト事業
地域住民が農道や農業用水路の周辺で行う清掃や除草等の美化活動
を支援し、快適な農村環境を維持するとともに、農村環境に対する愛護
心の高揚や地域に対する愛着心の発揚を図る。

6 継 続 親しみ水辺事業
地域住民が河川等の除草・ごみ処理を実施し、環境美化活動を行うこ
とで、河川等に対する親しみを促進する。

7 継 続 親子新エネ教室開催事業
親子を対象に新エネルギーの仕組みや効果などの学習や見学を行う
機会として、親子新エネ教室を開催する。

8 継 続 みち花ふれあい運動事業
通行に支障のない道路用地や植樹桝に、ボランティア団体が草花の植
栽ができるよう種や苗を配付し、草花の管理をすることで道路環境の向
上を図る。

イメージマークの◎は、事業の波及効果が広がる様子と、市民の信頼の輪が大きくなる様子を表します。

平成２４年度は時代のニーズにあった小回りのきく≪エコ事業≫≪ふれあい事業≫≪ＰＲ事業≫に取り組みます。

内　  　容

平成２４年度ゼロ的予算事業への取り組みについて

　（ 値千金  ◎ にじゅうまる [NIJYU-MARU]  事業  ）

№ 区分 事  業  名

市民の目線で知恵と工夫を出し「少ない経費で大きな効果が期待できる予算」に取り組みました。



◎ 人材やネットワークを活用した ≪ふれあい事業≫

9 新 規 観光ガイドボランティア事業
本市が養成してきた観光ガイドボランティアと、観光に関する新たな情
報提供と連携を密にすることにより、本市を訪れる観光客に対してきめ
細やかな対応を提供し、徳島の観光イメージの向上を図る。

10 新 規 プレママ栄養教室
母子のすこやかな健康づくりのために、食生活の果たす役割とその重
要性について調理実習を通じて学ぶ。

11 新 規 糖尿病予防相談（自己血糖測定検査・保健指導）
糖尿病予防は若い世代からの取り組みが必要なことから、１歳６カ月児
健康診査と３歳児健康診査の待ち時間を利用して保護者の自己血糖
測定を実施し保健指導につなげていく。

12 新 規 健康スマイル食育講座
小中学生の保護者を対象に家族ぐるみの健全な食習慣を確立すること
を目的に食生活の基本と実践方法を学ぶ。

13 継 続 徳島情報発信事業「とくしまクチコミ特派員」
「心おどる水都・とくしま連」事業等、本市が実施する事業への参加者
を、「とくしまクチコミ特派員」に任命し、徳島の情報や魅力をクチコミで
発信してもらう。

14 継 続 徳島城跡ぐるりんツアー
徳島城博物館ボランティアと一緒に徳島城跡と旧徳島城表御殿を散策
しながら、歴史と魅力を探求する史跡めぐりツアーを実施し、これまでと
は違った徳島の魅力を市民に感じ取ってもらう。

15 継 続 現場監理等チェックリスト作成事業
現場監理等チェックリストを作成・配付し、提出書類及び現場監理の統
一を行うことで、建設工事におけるさらなる技術力の向上を図る。

16 継 続 食育推進事業 食育に関する知識向上や食育推進の啓発を図る。

17 継 続 ウェルカムＴ サポート オフィス事業
企業誘致対策として市立木工会館内の施設を賃貸することにより、市
内に進出予定の企業をサポートするとともに、商工業の振興と雇用の
拡大を図る。

18 継 続 部活動強化専任トレーナー招聘事業
市立高等学校において、高い専門性を有するスポーツトレーナーを招
聘し、部活動で必要とされるトレーニング指導を行い、基礎体力向上と
怪我の防止に努める。

19 継 続 土木・建築・設備技術職員の技術力アップ事業
団塊世代の大量退職にそなえ、ベテラン職員の持つ技術を継承するた
め技術伝承研修会等を実施し技術力のアップを図る。

20 継 続 健康ウォーキング推進事業
実践を取り入れながら、ウォーキング時の注意点や効果的なウォーキ
ング方法を指導するなど、市民の生活習慣病の予防と健康づくりを支
援する。

21 継 続 子ども読書活動推進事業
ボランティア団体や地域住民等が小中学生に対し「読み聞かせ」を行う
など各学校の自主的な取り組みを支援し読書活動の推進を図る。

22 継 続 スポーツふれあい普及推進事業
多くの市民が様々なスポーツを体験できるよう各種競技の指導員を活
用し、地域の仲間と楽しくスポーツできる機会を設けるとともに、スポー
ツの指導者の育成を図る。



23 継 続 市民防災指導員活動事業
町内会で実施する防災研修会の講師や訓練の補助員及び各地域で活
動できる防災リーダーとして養成し、地域防災力の向上を図る。

24 継 続 親子市場見学と市場教室 （中央卸売市場会計） 
夏休み期間中に市場見学会（せり見学等）と市場教室（新鮮な食材の
見分け方等）を開催し、中央卸売市場に対する市民の関心を高めると
ともに市場の活性化を図る。

25 継 続 リフレッシュ瀬戸内小松海岸クリーン大作戦
本市において唯一、海水浴場が開設される小松海岸で、市民ボラン
ティア等による清掃活動を行い、美しい瀬戸内を守るとともに環境保全
意識の向上を図る。

26 継 続 汚水処理事業の出前講座 （下水道会計）
下水道及び浄化槽の役割を出前講座で説明し、水の浄化と環境保全
について市民の理解を図る。

27 継 続 水道事業の出前講座 (水道会計）
水道水ができるまでの過程について出前講座を実施し、水道水に対す
る理解を深めてもらい、「徳島市の水道水」をＰＲする。

28 継 続 災害時ボランティアコーディネーター養成事業
災害発生時に救援活動を行うボランティアや地元組織との連携・調整
役を担うボランティアコーディネーターを養成し、地域福祉の向上と防災
対策の強化を図る。

29 継 続 児童館 学生サポーター事業
大学生等を「学生サポーター」として児童館に派遣し、児童館の活性化
と児童福祉の充実を図る。

30 継 続 東とくしま小学生俳句大会共催事業
小学生を対象に俳句作品を募集・選句し、表彰を行うとともに入賞作品
の展示を実施する。東部市町村で共同実施。

31 継 続 とくしま動物園 登録ボランティア活用事業
登録ボランティアを各種イベントに活用し、とくしま動物園の活性化を図
る。

32 継 続 巡回スポーツ指導教室の開催
スポーツに見識の深い指導者やプロスポーツ選手を幼稚園・小学校に
派遣し、スポーツ指導を行うことを通して、子どもの運動意欲や体力の
向上を図る。

33 継 続 地域子ども安全パトロール事業
ボランティア団体等が、子どもの登下校時や地域活動のなかでパトロー
ル活動を実施することにより、犯罪抑止力を高めるとともに市民の安全
対策への意識高揚を図る。

34 継 続 こども消防カーニバル事業
ボランティア団体と協力して、とくしま動物園に来園する児童等を対象
に、「地震体験」「救助体験」等を通じて、防火・防災意識の啓発普及を
図る。

35 継 続 防災協力事業所登録制度事業
大規模災害発生時にそなえ、登録した事業所の防災協力活動により被
害の軽減を図るなど地域防災力を強化する。

36 継 続 小学校への「総合計画」出前講座
子どもの立場からまちづくりに参加するきっかけを作るため、小学生を
対象とした総合計画の出前講座を実施する。

37 継 続 研修講師の養成事業
各種研修会に職員を派遣することにより、職員研修講師や市民に対し
説明責任を果たすことのできる職員を養成する。



◎ 市民にわかりやすい情報の ≪ＰＲ事業≫

38 継 続 労働関係情報の発信
労働に関する支援制度や相談窓口など、労働者や事業所にとって有益
な労働関係の情報をホームページ上などで発信することで、働きやす
い環境づくりを推進する。

39 継 続 労働・職業相談事業
庁舎内の会議室等に労働・職業相談室を設置し、働きやすい環境づく
りを推進する。

40 継 続 とくしま観光クイズ検定事業
本市独自の楽しめる「観光クイズ検定」をインターネット上で実施し、観
光資源の魅力をＰＲするとともに、観光振興の充実を図る。

41 継 続 ひょうたん島ＰＲ紙作成・配布事業
ＮＰＯ法人等と協働して、ひょうたん島周遊船乗り場等において広報紙
を配布し、市民や観光客に、本市の「水の魅力」をＰＲする。

42 継 続 観光地写真提供事業
徳島市内の観光地写真を徳島市ホームページ上で公開するとともに一
般的な利用に際しては自由にダウンロードできるようにし、より多くの人
に徳島市の良さや観光地をＰＲする。

43 継 続 メモリアルベンチＰＲ事業
ピクニック広場休憩所内ベンチへの寄付を引き続き募集し、寄付者から
のメッセージをベンチに取り付けるとともに、確保した財源をとくしま動
物園の適切な維持管理に活用する。

44 継 続 まちかど救急ステーション表示証交付事業

不慮の事故や急病により呼吸・脈拍が停止するなど、重篤な傷病者が
発生した際に迅速な応急手当ができる事業所又はその団体を「まちか
ど救急ステーション」として表示し、市民による安全・安心のまちづくりを
推進し、救命率の向上を図る。

45 継 続 農林水産物直売所サポート事業
農林水産物直売所に関し、市のホームページ上で各直売所の紹介や
販売物に関する幅広くタイムリーな情報の提供を行う。

46 継 続 消防団協力事業所表示制度事業
消防団活動に協力している事業所に「消防団事業所表示証」を交付し、
地域の防災力向上を図る。

47 継 続 わかりやすい財政情報の作成
財政情報冊子「財政の謎？」を引き続き発行し、住民にわかりやすい財
政情報を提供する。



※事業の拡充・終了によりゼロ的予算でなくなったもの

拡 充 学校給食食育推進事業
学校給食におけるアレルギー除去食の完全実施に向け、設備整備費
用を予算措置するなど、平成２３年度より事業の拡充を図っている。

拡 充 地域スポーツ団体等への啓発事業
地域に密着したスポーツクラブの創設・育成に向けた、「地域スポーツ
団体支援事業」として平成２３年度より事業を発展させている。

終 了 食育メイト養成事業 新たに事業を展開するため、本事業を終了した。

終 了 中心市街地商店街デジタルマップ発信事業
中心市街地商店街のデジタルマップが完了したため。なお、引き続きメ
ンテナンスを行い、各商店街のホームページへのリンクや情報提供を
行う。

終 了 浸水水位情報板設置事業 平成２３年度までのサンセット事業であるため終了した。

終 了 子育て支援中小企業表彰制度 平成２０～２２年度のサンセット事業であるため終了した。

終 了 きらめ木とくしま 出張サービス事業
出張サービス事業については、企業の要望に応じ過去から実施してき
たが、派遣（要望）件数が年々減少していることから事業を終了した。












